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答 　 7500 (組)

解説 　 1から 10までの整数の中には，偶数と奇数が 5個ずつあります。

– 　 Aが偶数である場合。このとき，A×B，A×C，A×Dを計算した答えはいずれも偶数になるの

で，与えられた式の答えが偶数になるためには，B × C ×Dが偶数でなければなりません。B，C，

Dのうち少なくとも 1個が偶数であればB × C ×Dも偶数になるので，B，C，Dとして考えられ

る全ての整数の組から 3個とも奇数である場合を
のぞ

除くと，B×C×Dが偶数になるB，C，Dの組は

10× 10× 10− 5× 5× 5 = 875組

あります。これに，Aに当てはまる整数として考えられる 5通りをかけて，与えられた条件を満た

すA，B，C，Dの組が最初に 5× 875 = 4375組見つかります。

– 　 Aが奇数である場合。B，C，Dがそれぞれ偶数か奇数かで場合分けをして考えると，

∗ 　 B，C，Dが全て偶数である場合，A×B，A×C，A×D，B ×C ×Dはいずれも偶数な

ので，与えられた式の答えも偶数になります。したがって，条件を満たすA，B，C，Dの組が

新たに 5× 5× 5× 5 = 625組見つかります。

∗ 　 B，C，Dのうち 2個が偶数，1個が奇数である場合。たとえばBとCがともに偶数で，Dが

奇数であると考えてみましょう。このとき，A×B，A× C，B × C ×Dは偶数で，A×Dは

奇数なので，与えられた式を計算した答えは奇数になります。したがって，この場合は条件を満

たすA，B，C，Dの組は存在しません。

∗ 　 B，C，Dのうち 1個が偶数，2個が奇数である場合。たとえばBが偶数で，CとDがと

もに奇数であると考えてみましょう。このとき，A × BとB × C × Dはともに偶数，また，

A×CとA×Dはともに奇数なので，与えられた式の答えは偶数になり，条件を満たします。同

様に，Cが偶数でBとDはともに奇数である場合と，Dが偶数でBとCはともに奇数である場

合も考えると，条件を満たすA，B，C，Dの組がさらに 5× 5× 5× 5× 3 = 625× 3組見つか

ります。

∗ 　 B，C，Dが全て奇数である場合，A×B，A×C，A×D，B ×C ×Dはいずれも奇数な

ので，与えられた式の答えは偶数になります。よって，条件を満たすA，B，C，Dの組が最後

に 5× 5× 5× 5 = 625組見つかります。

　以上より，条件を満たすA，B，C，Dの組は全部で

4375 + 625× (1 + 3 + 1) = 7500 (組)

あります。


